








要旨: 1974～1995 年の 21 年間に東京都の一部の地区で尿糖検査により発見された小児期

発症インスリン非依存型糖尿病(NIDDM) 180 例のうち、駿河台日本大学病院小児科を受診

した 106 例を対象として 1997 年現在の受診状況を検討するとともに、106 例中 1986 年～

1995 年に受診した 54 例を継続治療群 34 例と脱落群に分けて両者の臨床的特徴を比較し

た。その結果、薬物療法を導入した群においてコンプライアンスの良い症例が多いのに対

し、高度肥満を伴い食事・運動療法に容易に反応する症例が脱落する傾向を示しており、

学校検尿で殆ど無症状のうちに発見される小児NIDDM を長期管理するためには、患児に病

識を持たせ、治療についての動機づけを行うことが最も重要であると結論された。


